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近年中国では，大学院修了者の就職問題が多くの研究者から注目を集めている。大学院の教職員へ
のインタビューを通じ，大学院修了者に対する労働市場の評価を解明している李（2016）によれば，
同じポストの場合，「学士より修士を採用する，従業員の中に高学歴者がいればいるほど見栄えがよ
いという雰囲気があるという」。昇進の際にも学歴が問われるようになったことや，中国の分断した
労働市場の特徴により，大学院進学は就職に有利とされている。しかしながら，同研究によれば，大
学院教育の拡大に従い，大都市での就職，特に高等教育機関での就職がますます困難になったことも
指摘されている。その背景としては，大学院卒業者数の急増が挙げられる。全国大学学生情報相談
･ 就職指導センターが発表した「全国大学卒業生の就職状況」によると，大学院受験者数が 100 万人
を初めて突破した 2005 年から 2009 年まで，修士の就職率は下降の一途をたどっている。2009 年と
2010 年には，「修士の就職率は学部卒の就職率を下回った」。また，教育部の発表によると，在学者
を含め就職を希望している大学院生は全国に約 160 万人いる。そして，毎年，卒業シーズンになると，
大学院修士課程修了者約 50 万人が，この群に新たに加わる。
このような就職をめぐる情勢が厳しさを増しているなか，修士課程の学生は自らを取り巻く就職状
況にどのような認識を持ち，そしてどのような進路を選択するのであろうか。そこで本論文では，中
国の修士課程在学者の進路希望および修了見込者の就職結果の実態を明らかにした上で，その進路選
択のプロセスと特徴について検討し，さらに学位種類別及び出身大学別の進路選択から大学院教育に
おいてどのような機能変化が見られるのかを考察しようとするものである。
修士課程卒業者の進路について，やや古いデータであるが，南部（2002）によれば，1991 年と
1992 年の修士学位取得者の進路として，もっとも多いのは高等教育機関・科学研究機関となってお
り，全体の 7 割以上を占めている。1997 年になると，その比率は半数を下回っており，研究・教育
職を目指さない者がかなりいるようになったと結論付けている。また，大塚（2004）も「90 年代初
頭の一時期，政府の大学院拡大政策とは裏腹に，『下海』，つまり金にならないアカデミック職に見切
りをつけ，儲かる実業の『海』へ『下る』という意味の言語が流行語になり，青年の大学離れ，或い
は学術志向の弱まりが生じたこともあった」と指摘している（大塚，2004，p. 27）。
一方，2000 年代以来，高等教育の大衆化によりエリートの座から落ちこぼれたにもかかわらず，
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大学院卒業者は依然としてエリート意識が強く，大企業・高給料の仕事にこだわる傾向が強いという
（李，2005）。また，徐・李（2017）によると，普通大学の修士課程卒業者が就職を希望する機関に関
しては，安定性の高い公務員がもっとも多く，福利厚生が手厚い国有企業がその次で，研究・技術職
が 3 位を占めている。他方，大学院卒業労働者の大量供給に対して，労働力市場の需要は全く追いつ
いていないのがここ数年の現状となっている。特に従来新卒者の雇用を支えてきた国有企業の多く
が，経済改革により経済不振に陥ったため，新卒者に対する需要は伸び悩んでている（李，2006）。
以上のように，従来の大学院生の就職に関する研究は卒業生の進路結果を中心に分析したものが多
数あるが，在学者の進路希望に関する考察はそれほど多くない。本論文はその点を明らかにすること
を目的としたが，結論から先に言うと，筆者の調査研究では，卒業後の就職先は在学中の進路希望と
大きな行き違いがあることが明らかになった。多くの大学院卒業者が希望職に就けないという相対的
な就職難が生み出されつつある。学生の進路希望が将来彼・彼女らの就業満足度に多大な影響を及ぼ
すと考えられ，その進路選択のプロセスや特徴などの究明は，学校から職業へのスムーズな移行にお
いて重要であるといえよう。
本論文の分析に用いるデータは，筆者が 2015 年 6 月から 7 月にかけて天津市にある 3 大学の修士
課程の在学者に無作為に配票を行っていたアンケート調査（１）の結果である。調査票には対象者の性
別，学年，専攻分野などの個人属性，出身地や両親の学歴，職業などの家庭背景，進学目的，大学院
での過ごし方，学習自己評価，将来の進路希望といった項目が含まれている。
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天津市は，北京，上海，重慶とともに四大直轄市の一つで，13 区 5 県を管轄する貿易と工業を中
心とした大都市である。沿海大都市としての天津に所在するエリート大学（３）に関する分析によって，
都市出身の学生のみならず，農村と中小都市から大都市へという地域ロンダリングを目指す学生の考
察も可能である。また，従来の調査研究は主に北京と上海に限定されており，中国でトップとされる
両地域の分析は中国の大学院教育の把握に一定の代表性を持つとはいえ，その特殊性は否定できな
い。そこで，天津を対象とする考察により中国の大学院教育の多様な現状と課題を把握することがで
きると思われる。
調査では，回答者に修士課程を修了後，希望する進路を複数選択してもらった。図 1 は，回答者の
第 1 希望，いわゆるもっとも希望する進路の選択度合いを示したものである。まず，博士課程に進
学すると希望している学生の割合に着目すると，国内外大学院への進学志望者を合わせても全体の
14.2％しかおらず，就職を前提として修士課程に進学した学生の様子がうかがえる。そして，進路希
望の中には，一番人気があるのは「大中規模国有企業」であり，志望者数が全体の 3 割以上を占めて
いる。大手企業への就職志向は中国の大学院生のなかでも見て取れた。ただし，興味深いのは大手企
業と言っても，国有企業が独占しており，外資企業が含まれていないことは中国独特の現象であると
も言えよう。続いて，大中規模国有企業と比べて割合が急激に低下しているが，2 位を占めているの
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は「研究・技術職」である。現在の中国では，特に大学生・大学院生のうちに，研究・技術職に就く
ことが高い社会的地位と高い社会的威信を獲得できるという想定が広がっているため，大学院教育を
通じて自分の市場価値を高めようと考えている者が少なくないようである。
この希望進路の分布（図 1）を見ると，上位 3 位は国有企業や研究または一般事業機関への志望者
が圧倒的に多く，全体の 6 割以上を占めている。ところが，中国社会科学院が主催する研究プロジェ
クト『雇用藍書― 2014 年中国大学生の就業報告書』（４）によれば，新卒大学生が卒業の半年後には，
外資企業・中外合資企業での月収入が一番高い（５）ことを示しており，それに比べると修士学生は進路
選択する際に，収入より就職先の社会的地位や威信及び雇用の安定性を重視する傾向がうかがえる。
そして，図 1 で示された 316 名の回答者のうち，128 名はすでに就職先が決定している。その 128
名の者の就職先の分布を示しているのは図 2 であり，「国内大学院に進学」を選択した割合が 39.1％
と一番多い。「海外大学院に進学」と合わせれば，約全体の半数を占めている。つまり，修士課程の後，
博士課程に進んだ学生がもっとも多い。研究者を目指している者は研究能力を身につける目的で博士
後期課程に進むのが一般的である。しかし，希望進路を示した図 1 を振り返って見れば，博士後期課
程に進学を希望している者の割合が 14.2％にすぎないことと対照的である。言い換えると，本来博士
課程へ進学を志望していなかった学生が，博士課程に進学してしまったということであろう。続いて，
2 番目に多い「公務員」は 25％を占めている。ところが，「公務員」に関しても，調査対象者のもっ
とも希望する進路ではなかったことに鑑みれば，中国の修士課程学生の進路結果は本人の進路希望と
大きな差異があると言わざるを得ない。
本来「大中規模国有企業」を希望していた者はどのような進路結果になったのか，また，博士課程
? ?　希望進路の人数分布（２）
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? ?　修了見込者の進路結果
? ?　希望進路＊進路結果 （人）
進路
結果
希望
進路
国内大学
院に進学
公務員
事業
機関
大中規模
国有企業
研究・
技術職
外資
企業
海外大学
院に進学
民営
企業
起業 合計
大中規模
国有企業
11  4  2 5 2 1 0 1 0  26
研究・
技術職
12  5  4 1 1 0 0 0 0  23
事業機関  6  5  3 1 0 0 0 0 0  15
外資企業  4  5  0 0 0 2 0 0 0  11
海外大学
院に進学
 9  2  0 1 0 2 2 1 1  18
公務員  0  8  4 0 0 0 0 0 0  12
国内大学
院に進学
 7  1  0 0 2 1 1 0 0  12
起業  1  1  0 1 1 0 0 1 1   6
民営企業  0  1  0 0 0 0 1 0 0   2
その他  0  0  0 0 2 0 0 1 0   3
合計 50 32 13 9 8 6 4 4 2 128
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に進学する者は元来どういう進路を希望していたのかを示しているのは表 1 である。
そこで，割合がもっとも多い博士課程に進んだ者及び公務員になった者の進路希望を取り出して見
てみよう。図 3 より，博士課程に進学した 54 人のうち，国内大学院に進学することを希望していた
者は僅か 8 人，海外大学院に進学する者と合わせても 19 人しかおらず，希望進路を達成した者は約
3 分の 1 である。「研究・技術職」を目指していた 12 人を含めても，その比率は半数強にとどまる。
それについて，1 つ考えられるのは，中国大学院教育の拡張政策に伴い，高学歴卒業者が著しく増加
しており，本来，修士課程卒業者が就けるポストも，博士以上の学歴が要求されるようになったこと
である。なかでもとくに，「研究・技術職」などの職業は，より高い学歴が求められ，この競争を勝
ち抜くため，博士課程に進学せざるを得ない者が少なくないと言えよう。
次に，「公務員」になった者の進路希望（図 4）に目を移すと，元々公務員を希望していた者の割
合が比較的に多いが，「研究・技術職」，「事業機関」，「外資企業」，「大中規模国有企業」を希望して
いた者が，それぞれ一定程度存在している。「公務員」になった者は，進学希望者が少なく，多様な
職種への就職を希望していたことがわかる。言い換えると，公務員になるのは，多くの学生にとって
もっとも希望する進路ではないが，セカンドベストになる。高額な給与が得られるわけではないが，
何よりも安定的であることが「公務員」の魅力だろう。
? ?　博士課程に進んだ者の進路志望
? ?　公務員になる者の進路希望
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これまでの考察により，中国の修士課程学生の進路結果は本人の進路希望と大きな差異があること
が明らかになった。それでは，一体どこでどういうずれが生じているのかについて検討しよう。
近年の中国の大学院教育では，従来のアカデミック中心の「学術学位」に加え，「専門職学位」が
急速に拡大している。「学術学位」とは，アカデミックな教育を通し，研究者や大学教員の養成を主
な目的とする学位のことである。それに対して，「専門職学位」は高度専門職を目指す人に与える学
位である。1991 年に発足した専門職学位は，当時 3 年間以上の就職経歴を持つ社会人しか進学でき
なかったが，現在は新卒者でも「専門職学位」課程に進学できるようになり，新卒者の割合が年々拡
大してきている。
それでは，進路選択において学術学位課程の学生と専門職学位課程の学生はそれぞれどのように異
なるのであろうか。図 5 と図 6 は学位種類別の進路希望と進路結果を表したものである。図 5 より，
学術学位課程の学生の希望進路の上位 3 位が「大中規模国有企業」（24.4％），「研究・技術職」（23.2％）
と「博士課程に進学」（22.0％）であるのに対し，専門職学位課程の学生は「博士課程に進学」（26.1％），
「公務員」（19.6％）及び「事業機関」（17.4％）となっていることがわかる。博士課程進学希望者の割
? ?　学術種類別―もっとも希望する進路
? ?　学位種類別―進路結果
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合は，両課程でほぼ同程度である。
そして，進路結果を示した図 6 をみると，学術学位課程の学生は，半数近くが博士課程に進学して
おり，「大中規模国有企業」（6.1％）と「研究・技術職」（7.3％）を合わせても僅か 13.4％にすぎない。
就職を希望していても進学した者が多くいることがわかる。それは，「大中規模国有企業」や「研究・
技術職」を希望していた者が進学に回ったと考えられる。一方，専門職学位課程の場合，34.8％の者
が公務員になっているが，それは希望していた者をはるかに上回った。
学術学位のほうが社会的ステータスが高く，入学選抜度も厳しいが，進路希望と実際の進路結果の
間にはミスマッチが大きく起きていることがわかる。学術学位といいながら，実は研究者になるルー
トではなく，むしろ就職を念頭に置きつつ，結果として進学した者が多くいるのである。その一方，
専門職学位は，学位の威信から言えば，学術学位には及ばないけれども，修了生の進路決定という点
で言えば，学生にもう一回学位を取り直すという場合もあるし，あるいは，そもそも就職することを
前提として進学したので，進路希望と進路結果の間のミスマッチが少ない。つまり，進路決定で言え
ば，専門職学位のほうがうまく機能しているのではないか。しかしながら，学術学位であっても，専
門職学位であっても，公務員になった割合が非常に多いことから，大学院卒という学歴が就職する際
に有利に働ていると多くの受験生に想定され，「学術学位」か「専門職学位」かは二の次に過ぎない。
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中国の場合，学部よりもランクの高い大学院に進学するのが一般的である。普通大学の出身者はエ
リート大学の大学院に進学することにより，敗者復活を狙っている。いわゆる学歴ロンダリングを目
指している学生が多くいるのである。それでは，ロンダリンググループと非ロンダリンググループに
分けた場合に，そこで何が起きているのか，進路希望と進路結果はどのような関係があるかを見て
みる。
「211 大学」と「985 大学」は，中国教育部が 21 世紀に向けて重点大学を構築することを目的とし
て実施された国家プロジェクトにより選ばれた大学である。いわゆるエリート大学である。これらの
大学出身者はここでいうと，非ロンダリンググループである。それに対し，普通大学の出身者はロン
ダリンググループとなる。
出身大学別の進路希望（図 7）を見ると，非ロンダリンググループと比べ，ロンダリンググループ
の学生は博士課程に進学したいと思っている者が少ない。つまり，ロンダリンググループのほうは，
大学院卒（ここでは修士学位）という学歴が就職する際に有利に働くと思って就職を前提として大学
院に入ってきた者が多くいると推測される。それにもう 1 つ，ロンダリンググループの者は「研究・
技術職」（21.5％）を希望している者が多い。前述したように，現在の中国では，大学生・大学院生
のうち，研究・技術職に就くことが高い社会的地位と高い社会的威信を獲得できるという想定が広
がっている。従って，エリート大学院で学歴を取得し，よりよい就職につながる学歴及び学校歴ロン
ダリングループを目的にする者が多いといえる。
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しかし，進路結果の図 8 を見れば，非ロンダリンググループの者は「博士課程に進学」と「研究・
技術職」を選んだ割合が非常に高いのに対し，ロンダリンググループの者は「公務員」（33.8％）を
選択した者が多い。まとめてみれば，①就職を前提に大学院へ進学したロンダリンググループの者は，
希望職種は多様であるが，実際にはその希望をかなえた者が少なく，公務員になる者はもっとも多く，
2 番目は博士課程進学である。②非ロンダリンググループの学生は，本来研究者や大学教員を目指し
て大学院に進学した者が多いと想定され，進路希望と進路結果との間のミスマッチがそれほど多くな
いといえよう。
????????
これまでの分析を踏まえて考察すると，以下のような結論が導かれる。
第 1 に，希望進路，いわゆる就職意識に関する考察により，中国では，多くの修士課程の学生が大
手国有企業及び研究職を志望するといった先行研究の知見と一致する結果が得られた。しかし，実際
の就職結果として，卒業後博士課程に進むか公務員になる学生がもっとも多いことが本調査によって
明らかになった。高い社会的地位と手厚い福祉待遇を求めるという中国大学院生の就職意識から，威
信の高い職業に就くために大学院を利用していることがみてとれる。就職を前提として修士課程に
? ?　出身大学別―進路結果
? ?　出身大学別―もっとも希望する進路
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入った者が博士課程に進学するという結果から，博士課程ですら，研究者志望というより，それ以外
の好条件の就職を求める者のための場になりつつあることがうかがえる。
第 2 に，修士課程において，従来の研究者養成ルートから，修了後博士課程へ進学せず，事業機関
や一般企業などに就職する卒業生の増加という動きは，大学院が多様化してきていることを示してい
ると考えられる。また，こうした現象は，これまで大学院拡大の担い手として注目されてきた学術学
位に限らず，専門職学位が急速に拡大していることにも注目されるべき点である。一方，よりよい就
職を目指すという学歴ロンダリングを目的とする大学院生は，進路決定する際に希望通りにいかない
者が数多くいることから，岩田ら（2001）が指摘しているように，「大学院が研究者養成に特化して
いた時期とは異なり，大学院卒業後の進路が多様化し，大学院が機能分化してきたことによって，大
学院の入り口を見て出口を予想することには限界が生じてきている」（岩田・佐野，2001，p. 25）と
言えよう。
第 3 に，大学院では元来の研究者養成機関としての性格に対して専門職養成機関としての性格が強
く見られるようになり，大学院の性格は変わりつつあると言わざるをえない。大学院卒という学歴が
就職する際に有利に働いていると想定されるため，「学術学位」か「専門職学位」かは二の次に過ぎ
ない。
最後に，本稿の課題について記す。分析で使用したデータは天津市にある 3 つのエリート大学とい
う点で限界がある。今後，他の地域や普通大学で調査を行い，データを拡充させたうえで，より精微
化されたモデルを構築する必要がある。
?⑴ 質問紙は，2008 年北京大学教育学院が実施した「首都における高等教育と学生成長」研究プロジェクトの
調査票を基にして作成されたものである。
 　調査方法：3 大学で近い専攻の学生に無作為に配票を行っており，合計配布数は 360 部，そのうち 320 部
の有効回答を得ている。有効回答率は 88.9％である。
 　分析方法：SPSS を用いて因子分析や，χ 2 検定などを取り入れる。
　⑵ 「事業機関」とは，社会のために事業を行い，経済的利益の追求を行わない団体である。主に教育，科学技
術，文化，衛生管理などの活動が行われている。また，「公務員」とは，中国の中央行政機関もしくは地方行
政機関で勤務する者の総称である。
　⑶ エリート大学を考察対象にした理由としては，中央政府が優先的に資金を配分し，大学の施設と教職員な
どの充実状況や管理 ･ 運営，教員の教育活動や学生の研究支援なども積極的に行われていることが挙げら
れる。
　⑷ 原文は『就业蓝皮书―2014 年中国大学生就业报告』である。
　⑸ 麦克思研究院，2014,『就业蓝皮书―2014 年中国大学生就业报告』社会科学文献出版社，p18
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